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緒 言
岡山県西部を北から南に流れる高梁川の下流に西から東に流れ注ぐ小田川があり，その
小田川へ北から流れ下って小田郡矢掛町で合する美山)1，星田川がある.この二つの支流
の谷は小田川の北側に連なる標高 3∞~400m の吉備高原地域に源を発して急斜面を深く
縫って南下する.小田郡美星町はこの二つの谷の上流にあたる美山，星田地区一帯を中心
にした準平原の南縁にあたり， 岡山県下では西南寄りであるが， 全町が標高 300~4∞ m
にあり，県内では高地にある町村に属する.この小田川地域は吉備の国として古くから聞
けたといわれ，美星町の三山盆地には多数の古墳が発見されており，現在では丘陵などを
利用した酪換などが進められている.倉敷考古館研究集報第5号(1968)によれば，本
五万原遺跡は美星町の中心にある三山盆地をめぐる丘陵の中で盆地南方の一角に位置して
いる.十数年前この五万原に町道がつくられたが，その後，美星高校の亀井教諭によって
その切り通しの部分に住居祉らしい痕跡と弥生時代末期紳の土器片が発見された.倉敷考
古館は美星町教育委員会からの依頼によって， 1965年 12月に切り通し部分で切断されて
いた1号， 2号の住居祉を発掘調査し.次いで1967年8月に隣接する 3号住居祉の発掘を
行なった.この3号住居祉は火災によりそのまま放棄されたことが明らかなものであり，
ほぼ完全な姿で残存していた.その構造は尾根に平行する方向の長さ 7.7m，横断方向の
長さ 7mのやや不整円形を示し，堀込みは尾根の中心に近い所で地表下1m，最も浅い所
で40cm，床面はほぼ水平である.柱穴，貯蔵穴があり，炉と思われるものはないが，床
面全面が火災で焼土となっていて，床面やみぞの随所にカヤ(ススキ)状のものが重なっ
てかなり大量に同一方向に向いて炭化したものが存在していた. 土器は査が最も多く 10
数個，かめは6個，高杯5個，鉢1個があった.その他遺物としてみぞ付近の床面に鉄鎖
1本，砥石，石包丁があり，また壷 (4号〉には，その壷底から炭化した植物種実が見い
だされた.この3号住居祉は1968年4月に同町教育委員会の手によって復原され教育資料
として活用されている.
倉敷考古館の間壁氏はこの3号住居泣から出土した壷〈図版Iの1)の底にあった植物
種実(図版Iの2および第1図〉とー塊の赤土粘土に埋ったまま重なり合っている植物
破片(第3図2)を， 1968年7月に著者のもとに持参して， その種類の同定を依頼され
市本文の概要は倉敷考古館研究集報第5号 (1968，10):岡山県美星町五万原遺跡，附篇に記被さ
れている. 榊弥生時代末期〈約16∞-17∞年前)
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た.それで同年8月にその検鏡と破片の灰像 (Aschenbild，Spodograms)調査による同
定を試みた.
本文の図版写真は倉敷考古館間壁忠彦氏より提供され，木の実酒原料としたガマズミ，ノプドウ類
の成熟果実は岡山県農林事務所難波早苗氏より送付された.また炭化粒，灰像の楢図は杉本幸子氏に
よる.ここに深く感謝の意を表します.
試料，調査結果および考察
1. 炭化した植物種実の検鏡
壷に入っていた炭化粒は，種子用の麦ではなかろうかとの間壁氏の言によって，まず現
在栽培されている麦(皮麦，裸麦，小麦〉を磁製ノレツボに川砂とともに入れて， ガスパ
ナーで炭化し，それを実体顕徴鏡下で‘比較して見た.
実験で作った炭化麦粒はいずれも腹面の縦にみぞ(俗にいうフンドシ〉がある. また
Helback (1952， 1966)の報告には，古代(B.C. 690....450)の炭化した麦類(大麦，裸
麦，各種小麦〉の粒の写真があるが，それらにはいずれも粒腹面に縦みぞがはっきり写さ
れている.この埋没炭化種子の外形で若干粒が麦粒に似て縦みぞが見られるものがあった
が，それは粒のとがった尖頭が欠けたもののようであり，欠けないものは第 1図1(長さ
5.6mm，幅3.3mm，厚さ 3.0mm)， 2 (長さ 5.5mm，幅2.8mm，厚さ 2.4 mm)， 
3 (長さ 5.2mm，幅2.8mm，厚さ 2.4mm)のように先がとがっていて，それらの粒は
腹面が浅くくぼんでいるが，どれも麦のような縦みぞがない.またそれらの粒面の斑紋は
炭化した一部が欠けていて中は大部分のものが中空である.そして同図4(長さ 4.7mm，
幅3mm，厚さ1.3mm)，5 (長さ 5.5mm，幅2.4坦 m，厚さ1.2 mm)， 6 (長さ 5.2
mm，幅2.7mm，厚さ1.5 mm)に見られるように多くの粒は，その腹部内面に頂端か
3 
第1図 1.炭化ヤプデマリの種子の側面x7 2.同腹面x6 
3.同背面x6 4.同腹面内部x6 5.同x5 
6.問x7 7.同背面内部)(6 
ら下端に走る中空の縁状の隆起線があるのが特徴で，この点は変の内部と全く異なる.
これに相当する種実を当研究所蔵の多数の農林産および雑草種子標本と比較して見たが
該当する種子が見当たらなかった. ミツマタの種子は外形が近似しているが，その種皮の
内壁には縦に貫く俸状の隆起線がない.またエピヅル，ノブドウの種子は第2図5(長さ
3.3mm，幅3.0mm，厚さ 2.4mm)， 6 (長さ 4.3mm，幅3.2mm，厚さ 2.0mm)の
ように，粒の横断面では腹面の種皮肉壁に二つの突起があって山字状に見え，外形が宝珠
使Z' 金翌会 dさ〉
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第2図 1， 2;ヤプデマリ Viburnump/icatum var. tomentosumの果種子x6， 
x 5 3;:ガマズミ V. dilatumの種子x4.5. 4;ミヤマガマズミの種子
V. Wrightii x 3.5 5 ;エピヅル Vitisficifo/ia var. /obataの種子x7 
6 ;ノプドウ Ampe/opsisbrevipeduncu/ataの種子x4.5
1， 2， 3， 4;種皮(腹面〉の内部と種子横断面 5， 6; i縦，横断面
型なのでこの炭化粒とは違っている.A. C. Martinと W.D. Barkley (1961)らの著書
には，この炭化粒のような特徴のある種実として 117頁の801，Viburnum dentatum (ガ
マズミ spp.)の種子の写真があり，その外形，横断面を見れば炭化粒によく似ていること
がわかった.残念ながら当所種子標本には成熟したガマズミ属の種突がないので，著者が
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1934年に採集した脂葉標本についているヤプデマ上 コバノガマズミ， ミヤマガマズミ
の種実と比較して見たところ第2図1.2のようにヤプデマリが， 炭化粒に似ている. し
かし炭化粒の中には図脹Iの2に見られるように若干の粒は幅の広い種子や腹部にみぞの
あるものがあった.その後(10月〉難波早苗氏によって赤く熱したガマズミ， ミヤマガマ
ズミの果実が得られたので， 果肉をとった種子を描図したのが第2図3，4であり， 種皮
の内壁に縦の隆起は見られなかった.炭化粒の中には図版Iの2に見られるように幅の広
い種子や腹面に縦みぞのあるものがおり，ガマズし ミヤマガマズミが若干混在している
ようである.
埋没炭化粒は大粒が 17粒で，その長さ 4.2--6. 0 mm， 幅2.5--3. 4 mm，厚さ 2.4---
3.4mm，小粒は5粒で長さ 3.7mm---4. 0 mm，幅2.5--3. 0 mm，厚さ1.7---2.5 mmで
あり，乾燥したヤプデマリの種実10粒の測定では，長さ 4.5--5. 2 mm，幅2.5--3. 8 mm， 
厚さ1.5~2. Orhmで，これは脂葉のために圧されていので薄くなっている.成熟した果肉
を取り去ったガマズミの種子の大きさは，長さ 5.9~7.0mm，幅 4. 5--5. 2 mm，厚さ1.7
---2.3 mm， ミヤマガマズミの種子の大きさは長さ 5.8~7. 8mm， 幅4.3--4. 9 mm， 厚
さ2.1---2.8mmのようであった.
近時，晩，後期縄文式土器の胴部破片にある圧痕が麦によく似ているが，ガマズミのも
のであることが前川博士によって確認されたといわれ，同博士はガマズミの熱した実は発
酵しやすくて木の実酒をつくるのには最適のものであるという〈江坂， 1967).牧野博士の
新植物図鑑には，ガマズミは日本全土および朝鮮，支那にも分布し，いたるところの丘陵
地，山地にみられるが，ときに人家にも植える.落葉低木で高さ1.5--2. 5 mばかり，業
は対生，卵円形，多数の小白花を散房状に集めて開花し，花冠5深裂，雄ずいが5本で花
糸が長い.核果は卵形で長さ 5mmほど，熟すときには初め鮮紅色で，終りには暗赤色と
なり，甘ずっぱいので子供がよく食べる.またヤプデマリは関東以西，四国，九州にはえ
る落葉低木， 高さ 3mほど， 多数の白色花を密に聞き. 包葉は小形で脱落する.花冠5
深裂，雄し"';5本で花冠より長い.果実は初め赤く，のちに黒熱する.それらは皆食用に
なることが知られている.
前記.赤熱ガマズミ果実〈果汁の糖度8%)，同ミヤマガマズミ(同7.5%)，および黒
熱ノブドウ(同 17.5%)，同エピヅル〈同 12%)を供試し，果肉をすりつぶし種子を混ぜ
たままの果汁をびん中で蝦酵させてみた. 砂糖を加えて糖度20%とすれば， それらはい
ずれもアルコールの香りのある木の実酒となった.ことにガマズミ， ミヤマガマズミの木
の実酒は赤色で美しい液となった.
この遺跡から土器圧痕でなく，ガマズミ類の炭化種子の実物が出土したのは古代人がこ
のような査にガマズミ果実を入れておけば酒になることを知っており，それが.たまたま
住居の火災で炭化したものであるう.古代に木の実酒が造られた説を有力にする貴重な資
料と考えられる.
2. 炭化植物破片の検鏡と灰像
第3図2に見られるところの，赤土の土塊に包まれた植物破片は住居屋根をふいたカヤ
(ススキ〉ではなかろうかとの間壁氏の言によって，以前に著者らは(1934)アワ，キピ，
ヒエ属類のえい果の灰像を研究したとき，それらの茎，業について実験したことがあるの
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2 
第3図 x 6 2.土塊 x4/5 
で最初ススキの葉の破片であれば灰像によって容易に同定で冒きるものと簡単に考えた.最
近.渡辺博士(1968)は数例の弥生期の居住地の灰および登呂水田遺跡の泥炭層の古代イ
ネ籾，藁の灰像研究で，その形態について報告し.灰像は少量の資料で種類同定が出来る
という. 問題の炭化破片には葉が認められないで稗の破片ばかりのためか， 灰化を長時
間 (6~12時間)行なっても由化せず，赤色化して形がくずれてしまい，最初何回も灰像
プレパラートの製作に失敗した，それで，次にススキの稗，葉，タケの稗，シラカシの小枝
などを前記と同様に処理して炭化物をつくって，埋没破片を実体顧微鏡下で比較したが，
土塊にうずまっている植物破片の多くは表皮が見られないため，実体顕微鏡下でていねい
に針先や小筆の先で水洗しながら一片一片炭化破片を取り出しているうちに1本の比較的
完全な長さ 9.8mm，直径5.8mmの丸い稗を得た. この稗の内部は赤土で充満してい
たが，それをほぐし出し，また表面の土を水洗すると第3図1のように，ススキまたはサ
サの節らしいところが見いだされた.
この破片と前記の実験的にっくり出したススキの節をもった炭化緯と外部構造がきわめ
てよく近似しているのでススキ(しかし葉鞘は取去られている〉と認めた.それでなんと
かして埋没炭化破片の灰像プレパラートを作りたいと考え，表皮のある炭化破片のみを集
めて何回も灰化し，プレパラート〈スライドグラス上においたカナダパルサムをキシロー
ル1滴に溶かし柔かくした中に静かに破片をおき表面から沈下したのちカパーグラスを置
く〉をつくって普通の顕微鏡下 (x50~400) で拡大して検鏡した.
ススキの棄は 1~2時間で容易に灰化し，灰像プレパラートの製作は容易であり，その
描図は第4図2のように葉脈のところにはさじ形の桂酸細胞が連なっている.また大小の
毛がならび，多数のく型，両歯のこぎり型の鮭酸細胞の散在がみられる.また葉鞘を取っ
た穂の灰像には時聞が長くかかり全部を白色灰化することができなかった.最も早く灰化
するのは髄の部分であり，その他は黒色のまま残る部分が多い.やむをえず黒と白とのま
ばらになった灰化破片をプレパヲートにして検鏡した.多くのプレパラート破片から第4
図2のようにススキの表皮細胞をとらえることができた.
同図のように.ジグザグ状細胞膜をもった長細胞の両端に珪酸を含んだ小さい細胞が規
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3 4 
2宮4図 1.ススキの棄の灰像(x1∞);A.長さ 18-27μ，幅9-11μ B.長さ 63μ，
幅18μ c.長き 54-76μ，幅18μ D.長き 54μ.幅1μ E.長さ 40.u幅
27μ F.長さ 152人幅18μ 2.ススキの得の灰像(x2∞1);G.長さ 14-18
μ，幅5-9μ H.長さ 36-72μ，幅16-18μ3-5，埋蔵炭化積物の灰像(x
400) ; 1.長さ 21-36.u幅5-7μ J. jをき 5-7μ，幅2.5-3.5μ 
則正しく平行して配列した表皮細胞の灰像が得られた.しかしそれらは視野焦点を違える
とジグザグ状でない長方形細胞が重なっていて，表皮細胞だけの視野を出すことは容易で
なかった.そのジグザグ状細胞膜の近〈にー列にならんだ小さい球の乳頭突起がみられ
る.ジグザグ状細胞の大きさは.長さ 36...72μ，幅16......18μ. <型の珪酸細胞の大きさ
は，長さ 14...18μ，幅 5...9μ である.
一方問題の埋没し土をかぶったものの炭化破片を実体顕徴鏡下で検鏡しながら筆先で土
を洗い去り，表皮細胞のある破片を認めたもののみを磁製ルツポまたは小原型灰像器で『灰
化してプレパラートをつくった.
相当多数のプレパラートをつくったが，三片だけから表皮細胞をもった破片の検出がで、
きた.その錨図は第4図の 3，4， 5のようであった.それらは前記ススキの稗の表皮細胞
の灰像と同型であり，ただ細胞の大きさは，長さ 21...37μ，幅 5...7μ，く型の珪酸細胞の
大きさは長さ 5...7Jl-. 幅2.5...3.5μ であった.おそらく埋没炭化片はススキ稗より長時
間バーナーにて熱したため縮んだ灰像になったものと思われる.
以上によって弥生末期と推定される本住居牡より出土した炭化種実は，ガマズミ類の 2，
3種が混在し，多数がヤプデマリであり，それらが木の実酒の原料として壷中で醸造また
は保存中に火災にあい，その種子が炭化したものと考えられ，麦類でないことは確実であ
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る.一方の炭化植物破片はススキの稗の一部と同定される.そして間壁氏が推定されてい
るように屋根にふいたものであろう.屋根用のススキなら葉があってもよく，なぜ稗の葉
鞘が取り去られているのか疑問となるが，おそらく，このー塊の土塊の炭化物は稗の銀本
のところのみ集まっていたもので，他の土塊を探せば，葉の部分も出てくるか，またはそ
の葉は火災のため焼失灰化し，稗のところのみ炭化状態でうずまって今日まで残ったかと
も考えられる.
摘 要
1 )岡山県美星町五万原住居祉遺跡(弥生末期)から出土した壷中の炭化種実と炭化植物
破片について，倉敷考古館よりその種類同定を依頼されたので，炭化種実はその外部形態と
縦断による内部形態を現代の類似植物の種突の形態で，また植物破片は節のある稗の検出
とその稗の表皮の灰像をつくりススキの稗の炭化，灰像のそれと比較して同定の資とした.
2)炭化種実は外壁が堅く平たい卵形で小麦の粒に似たものが若干あるが，多くの粒は
先がとがり，麦粒のように縦みぞがなく，また粒の内部は中空で種皮の腹面め内壁には縦
に貫く中空棒状の隆起線が見られ，麦類の種実とは異なっていることが判明した.それは
ガマズミ類のヤプデマリの種子に似ている.また若干粒は腹面にみぞのあるミヤマカ・マズ
ミ，粒の幅が広いガマズミの種子も混在していると思われた.
3)成熟したガマズミ類の果実で，木の実酒を造って見たが，すりつぶしたガマズミの
果汁(糖度8%)，ミヤマガマズミ(同 7.5%)，ノプドウ(同 17.5%)，エピヅル(同 12%) 
を種子の混じたまま砂糖を加えて糖度20%とし， 醗酵すればアルコール香のする木の実
酒になることが実証され，とくに前二者は赤い美しい木の実酒となった.古代人が出土し
た査を用いて木の実酒を造っていたものが，たまたま住居の火災で，その中の種子が炭化
したものと思われ，古代人の木の実説を確めることが出来た，
4)赤土と重なり合った炭化植物破片から節のある稗の破片がとりだされた.稗の灰像
によって，表皮のある炭化稗から新しいススキの稗の表皮と同様に平行に配列した表皮細
胞が見られ，それはジグザグ状の細胞膜をもった長細胞と珪酸を含む透明な小さい細胞が
交互に連なっている.この破片は古代住居の屋根にふいたススキが火災にあって炭化し，
赤土とともに埋没したものと見られた.
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